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1 次の 4次複素正方行列Aを考える.

A =

⎛
⎜⎜⎝

0 1 1 −1
−1 1 0 1
1 0 −1 1
1 −1 1 0

⎞
⎟⎟⎠ .

(1) Aの行列式 det Aを計算せよ.

(2) Aと 4次単位行列E4を並べて得られる (4, 8)複素行列を Ã = (A E4)と表すと

する. この Ãに行基本変形のみを施して, B̃ = (E4 B)と変形することにより, Aの

逆行列A−1を求めよ. その際, 行基本変形の過程も記述せよ.

2 αを複素数とし, Aを以下で与えられる複素行列とする.

A =

⎛
⎝α2 1 −2

2 α + 1 −4
−1 −1 α + 1

⎞
⎠ .

(1) rankA ≤ 2となる αをすべて求めよ. そして, それらの αについて, rankAをそ

れぞれ求めよ.

(2) βを複素数とし, b =

⎛
⎝β + 1

β − 1
−β

⎞
⎠とする. (1)で求めた αのうち, rankA = 2となる

ものについて, (3, 4)複素行列B = (A b)の階数が 2となる βを求めよ.

3 (1) V を C上の有限次元ベクトル空間とし, f : V −→ V を線型写像とする. そし

て, V = Kerf 2 ⊕ Imf 2が成り立つとする. このとき, rankf2 = rankf であるならば,

V = Kerf ⊕ Imf となることを示せ.

(2) A =

⎛
⎝0 a 0

0 b 0
0 0 1

⎞
⎠を 3次複素正方行列とし, f : C3 −→ C3を f(v) = Av (v ∈ C3)

とする. このとき, 「C3 = Kerf 2 ⊕ Imf2であるが, C3がKerf と Imf の直和となら

ない」ということが成り立つために, a, bがみたす必要十分条件を求めよ.


